
 

 

 

 

東北大学×ＮＴＴコミュニケーションズ×仙台市 

「ＳＥＮＳＩＮプロジェクト」キックオフ発表会を開催します 
 

国は、デジタル田園都市国家構想の実現に向け、デジタル実装の前提となる取り組みとして、デ

ジタル技術に慣れていない人や、これらを自らは利用しない人も含め、デジタル化の恩恵をあらゆ

る人が享受できる環境の整備を進めています。 

仙台市においても、仙台市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画における施策

の一つとして「誰にも優しいデジタル化」を掲げ、取り組みが進められています。 

このたび、情報通信を用いた高齢者の自立した生活の延伸について研究を進めている東北大学ス

マート・エイジング学際重点研究センターと協力し、東北大学・ＮＴＴコミュニケーションズ株式

会社・仙台市との共同事業として、公益財団法人長寿科学振興財団の助成事業「高齢社会課題解決

研究および社会実装活動への助成」※に採択され、高齢者のデジタルリテラシーを向上させるエコ

システムの開発と実装を目指す「ＳＥＮＳＩＮプロジェクト」に取り組むこととしました。 

プロジェクトの実施に先立ち、キックオフ発表会を開催します。 

 

１ 実施事業の概要 

（１）プロジェクト名  ＳＥＮＳＩＮ
セ ン シ ン

（SENdai Smart INclusion）プロジェクト 

（２）実施期間     令和５年１０月～令和６年１２月末 

（３）内容 

東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター・瀧靖之教授をプロジェクトリーダー

とし、ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社と仙台市が参画し、高齢者が身近な高齢者にスマ

ートフォンの操作等を教えることで、効率的にデジタルスキルが普及される持続可能なエコシ

ステムを開発するもの。そのために、高齢者を「スマート・ティーチャー」として育成・認定

する下記プログラムを実施する。 

プログラム 成果指標 

【デジタルスキルラーニングに関する意識調査アンケート】 

高齢者を対象としたデジタルスキルに関して調査を実施する 

（実施期間：令和５年１０月～令和６年１２月予定） 

回答者 

１０，０００人 

【ステップ１】 

市内ドコモショップで開催する無料スマホ教室に参加して基本的なス

マホ操作を身に付ける（オリジナルテキストの配布あり） 

（実施期間：令和５年１０月１０日～令和６年３月予定） 

参加者 

６，０００人 

【ステップ２】 

スマホ操作の教え方のコツを学び、教え合い実習や大学生サポーターを

交えた意見交換を行い、簡単な認定試験を受ける 

（実施期間：令和５年１２月～令和６年３月予定） 

認定者 

１２０人 

【ステップ３】 

「大切なあの人に教えよう」をコンセプトに、スマート・ティーチャー

として家族・友人などの身近な方へ“教える体験”を行う 

（実施期間：令和５年１２月～令和６年３月予定） 

受講者 

１,２００人程度 

その他、スキルアッププログラム開発・実装の検討 

（実施期間：令和６年４月～令和６年１２月予定） 
 

記 者 発 表 資 料 
令和５年９月２７日 

（担当）まちづくり政策局 
まちのデジタル推進課 嶋田、伊沢 

（内線）７２８－２１９９ 
（直通）２１４－３１５６ 

裏面につづく 



 

 

２ キックオフ発表会 

（１）日時  １０月７日（土）１４時～１５時１５分予定（１３時３０分開場） 

（２）会場  ＣＲＯＳＳ Ｂ ＰＬＵＳ（青葉区大町１－１－３０新仙台ビルディング１階） 

（３）出席者（予定） 

主催者：公益財団法人長寿科学振興財団 金子 智隆  

東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター長 瀧 靖之  

ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 東北支社長 粟嶋 学  

仙台市長 郡 和子  

関係者：一般社団法人宮城県年金協会 

     公益財団法人仙台市健康福祉事業団 

認定ＮＰＯ法人仙台シニアネットクラブ 

（４）内容 

開会あいさつ（金子長寿科学振興財団事務局次長、Google日本法人（予定）） 

主催者あいさつ（瀧センター長、粟嶋支社長、郡市長） 

ＳＥＮＳＩＮプロジェクト概要説明 

プロジェクトリーダー（瀧センター長）講話 

「デジタルスキルの学び合いで目指すスマート・エイジング」 

プログラム・アプリケーション紹介 

（５）取材について 

取材を希望される方は、１０月３日（火）１７時までに、まちのデジタル推進課宛て電子

メール（mac001735@city.sendai.jp）によりお申し込みください。 

また、イベント終了後、瀧センター長、粟嶋支社長、郡市長が囲み取材に応じる予定です。 

なお、取材の際の車両入構・駐車はできませんので予めご了承ください。 

 

３ 問い合わせ先 

＜事業全般に関すること＞ 

国立大学法人東北大学 

スマート・エイジング学際重点研究センター 

電話：０２２－７１７－８４９２ 

Ｅメール：sensin.sarc@grp.tohoku.ac.jp 

＜参加申込に関すること＞ 

エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ 

株式会社東北支社 

電話：０５０－３８１３－９５８０ 

Ｅメール：comtohoku-sol3G2T@ntt.com 

＜キックオフ発表会に関すること＞ 

仙台市まちづくり政策局 

デジタル戦略推進部まちのデジタル推進課 

電話：０２２－２１４－１２４８ 

Ｅメール：mac001735@city.sendai.jp 

＊詳細については専用ウェブサイトをご覧ください。 

 

 

 

※高齢社会課題解決研究および社会実装活動助成 

公益財団法人長寿科学振興財団が、Ｇｏｏｇｌｅの慈善事業部門であるＧｏｏｇｌｅ．ｏｒｇ

の支援を受け、高齢者のデジタルデバイド解消等に取り組む大学、研究機関、自治体等を支援す

る事業。 

東北大学がＮＴＴコミュニケーションズ株式会社・仙台市との共同事業として、「日本の高齢

者のデジタルリテラシーを向上させるエコシステム開発と実装」の課題解決テーマに応募し、採

択された。助成金額（事業費）は５千万円。 

専用ウェブサイト

はこちら 


